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② 医療従事者への緩和ケア研修会の充実 
がん診療に携わるすべての医療従事者が緩和ケアに関する知識を修得できるよう緩和ケア研修

会を引き続き実施し、医師以外の医療従事者へも積極的に受講を促します。また、薬剤師会と連
携し、医療用麻薬適正使用推進講習会の受講を促進します。 

 
【主な取組】 
・がんの診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の受講徹底 
・看護師に対する緩和ケア教育（ELNEC-J）の実施 
・がん性疼痛のための医療用麻薬適正使用推進講習会の受講促進 

 
 
【中間目標 2】 

中間目標 指標 現状値 
（基準値） 目標値 

県民ががん患者の緩和ケアについて
正しく理解している 

緩和ケアについて知っている患者の割合 83.0 増加 

緩和ケアはがんと診断された時から
受けるものだと知っている患者の割合 

36.0 増加 

「がんネットなら」について知っている
患者の割合 

9.1 増加 

「がんネットなら」のページビュー数 81,112 増加 

 
【個別施策（緩和ケアの理解促進と情報提供）】 
①緩和ケアに関する情報の充実・普及啓発 

  緩和ケアに関する情報を、「がんネットなら」「療養ガイド」等を通じて分かりやすく提供しま
す。また、拠点病院等・支援病院と連携し、公開講座を通して緩和ケアの理解促進を図ります。 

  
【主な取組】 
・「がんネットなら」「療養ガイド」等の内容の充実 
・拠点病院等・支援病院における公開講座の実施 

 
 
＊社会的苦痛については、「７ がん患者等の社会的な問題への対策」に記載しています。 
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５ 地域連携 
 
 

 
 
■拠点病院等・支援病院の病病連携・病診連携について 
 拠点病院等・支援病院は、多職種連携カンファレンスの主催や地域内の他施設が主催したカンフ
ァレンスへの参加により、緩和ケアに関する地域連携を推進しています。 
 また、拠点病院等・支援病院は、患者やその家族に対し地域の緩和ケア提供体制について情報提
供できるよう、当該医療圏内の診療所等と連携し、在宅緩和ケアが提供できる診療所等を把握して
います。引き続き、拠点病院等・支援病院が地域の診療所等と連携していくことが必要です。 
 
■がん患者の口腔ケアについて 
がん患者の口腔ケアは、QOL（生活の質）の維持向上のために重要な支持療法です。 
県では、拠点病院等・支援病院と地域の歯科医師とのがん患者の口腔管理に関する連絡会を実施

し、医科歯科連携の体制強化を図っています。また、県内の歯科医師や歯科医療従事者を対象にス
キルアップ研修会を実施しています。引き続き、医科歯科連携の体制強化を図るとともに、がん患
者の口腔ケアの重要性について県民への周知を強化することが必要です。 

 
■在宅緩和ケア提供体制について 
 拠点病院等・支援病院では、緩和ケア外来を設置し、他の医療機関を受診しているがん患者の受
け入れも行っています。現況報告によると、地域の医療機関から緩和ケア外来への年間新規紹介患
者数は増加傾向にあるものの、依然として件数は少ない状況です。がん患者が必要時に緩和ケア外
来で専門的な緩和ケアが受けられるよう、拠点病院等・支援病院と地域の医療機関の連携体制の整
備が必要です。また、県内でがん診療を行う在宅医は少ない状況であるため、引き続き、地域で在
宅緩和ケアを提供できる人材の育成が必要です。 
 
■在宅療養生活に関する情報提供について 
 県では「がんネットなら」「療養ガイド」等において、在宅療養生活に関する情報提供を行って
います。しかし、令和３（2021）年度ならのがんに関する患者意識調査によると、自宅での療養
生活についての情報が不十分であると思う患者の割合は 36.3％であり、更なる情報の充実が必要
です。 
 

 
 

 
 現状と課題を踏まえ、地域連携の分野別目標を以下の通り設定しました。 
 
【分野別目標】 

分野別目標 指標 現状値 
(基準値) 目標値 

がん患者が居住する地域にかかわら
ず、質の高い医療を受け、望む場所
で療養生活を送ることができる 

自分の望む場所で療養生活を送ることが可能
であると思う患者の割合 

R7に 
把握予定 

増加 

分野別目標 

現状と課題 

５ 地域連携 
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 分野別目標を達成するために必要となる 3 つの中間目標を設定し、それぞれの中間目標を達
成するために必要な個別施策を設定しました。 
 
【中間目標 1】 

中間目標 指標 現状値 
（基準値) 目標値 

拠点病院等・支援病院とかかりつけ
医の連携体制が整備されている 

病院から診療所・在宅医療（看護も含む）へ

訪問看護ステーションに円滑に伝わったと
思う患者の割合 

22.7 増加 

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の
算定件数 

9,910 増加 

 
【個別施策（拠点病院等・支援病院の地域連携体制の充実）】 
①拠点病院等・支援病院の病病連携・病診連携の促進 
拠点病院等・支援病院は、地域医療を支える多施設かつ多職種の連携強化を目的とした多職種カ

ンファレンスを引き続き実施します。また、在宅緩和ケアが提供できる診療所等のマップやリスト
を作成し、患者やその家族に対し常に地域の緩和ケア提供体制について情報提供できるよう、医療
圏内の診療所に対し、がん診療等に関するアンケート調査を実施します。 

 
【主な取組】 
・地域の多職種カンファレンスの実施 
・地域連携会議の実施 
・医療圏内の診療所に対し、がん診療等に関するアンケート調査を実施 

 
②がん患者の口腔ケアの医科歯科連携の充実 
歯科医療従事者の質の向上や医科歯科連携の促進を図るため、拠点病院等・支援病院と地域の歯

科医師会とのがん患者の口腔管理に関する連絡会、連絡会の結果を踏まえたスキルアップ研修会を
引き続き実施します。また、適切な時期に口腔ケアをすることで、がん治療による副作用を軽減で
きるなど周術期の口腔機能管理の重要性について、県民への周知を強化していきます。 

 
【主な取組】 
・登録歯科医にかかる課題把握 
・登録歯科医のスキルアップ研修会の実施 
・医科歯科連携を促進するための研修会の実施 
・県民への周知強化 

 
 
 
 

中間目標と個別施策 

移った際、病院での情報（診療方針）が診療所・
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 分野別目標を達成するために必要となる 3 つの中間目標を設定し、それぞれの中間目標を達
成するために必要な個別施策を設定しました。 
 
【中間目標 1】 

中間目標 指標 現状値 
（基準値) 目標値 

拠点病院等・支援病院とかかりつけ
医の連携体制が整備されている 

病院から診療所・在宅医療（看護も含む）へ

訪問看護ステーションに円滑に伝わったと
思う患者の割合 

22.7 増加 

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の
算定件数 

9,910 増加 

 
【個別施策（拠点病院等・支援病院の地域連携体制の充実）】 
①拠点病院等・支援病院の病病連携・病診連携の促進 
拠点病院等・支援病院は、地域医療を支える多施設かつ多職種の連携強化を目的とした多職種カ

ンファレンスを引き続き実施します。また、在宅緩和ケアが提供できる診療所等のマップやリスト
を作成し、患者やその家族に対し常に地域の緩和ケア提供体制について情報提供できるよう、医療
圏内の診療所に対し、がん診療等に関するアンケート調査を実施します。 

 
【主な取組】 
・地域の多職種カンファレンスの実施 
・地域連携会議の実施 
・医療圏内の診療所に対し、がん診療等に関するアンケート調査を実施 

 
②がん患者の口腔ケアの医科歯科連携の充実 
歯科医療従事者の質の向上や医科歯科連携の促進を図るため、拠点病院等・支援病院と地域の歯

科医師会とのがん患者の口腔管理に関する連絡会、連絡会の結果を踏まえたスキルアップ研修会を
引き続き実施します。また、適切な時期に口腔ケアをすることで、がん治療による副作用を軽減で
きるなど周術期の口腔機能管理の重要性について、県民への周知を強化していきます。 

 
【主な取組】 
・登録歯科医にかかる課題把握 
・登録歯科医のスキルアップ研修会の実施 
・医科歯科連携を促進するための研修会の実施 
・県民への周知強化 

 
 
 
 

中間目標と個別施策 

移った際、病院での情報（診療方針）が診療所・
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【中間目標 2】 

中間目標 指標 現状値 
（基準値） 目標値 

在宅緩和ケア提供体制が整備されて
いる 

拠点病院等・支援病院における地域の医療機関
から緩和ケア外来への年間新規紹介患者数 

53 増加 

拠点病院等・支援病院における地域の医療機関
から緩和ケア外来への年間受診患者のべ数 

197 増加 

 
【個別施策（在宅緩和ケア提供体制の整備及び充実）】 
①在宅医療機能の把握・公表 
拠点病院等は診療所等の在宅医療機能を把握し、その情報を取りまとめて公表します。また、県

は「がんネットなら」等を通じて、在宅医療について分かりやすく情報提供します。 
   

【主な取組】 
・拠点病院等による在宅緩和ケアに対応できる診療所等の在宅医療機能の把握・公表 
・県内の病院等の在宅医療体制の把握 

 
②在宅緩和ケアに携わる人材の育成 

  診療所の医師等を対象とした在宅緩和ケア研修会や、拠点病院等によるがん性疼痛管理を中心と
した緩和ケアに関する研修会を継続し、地域で在宅緩和ケアを提供できる人材を育成します。 

 
【主な取組】 
・診療所の医師等を対象とした在宅緩和ケア研修会の実施 
・がん性疼痛管理を中心とした緩和ケアに関する研修会の実施 

  
【中間目標 3】 

中間目標 指標 現状値 
（基準値） 目標値 

がん患者やその家族が地域連携や在
宅医療について必要な情報提供を受
けている 

自宅での療養生活についての情報が不十分で
あると思う患者の割合 

36.3 減少 

「がんネットなら」について知っている患者の
割合 

9.1 増加 

「がんネットなら」のページビュー数 81,112 増加 

 
【個別施策（在宅療養生活に関する情報提供）】 
①在宅療養生活に役立つ情報の充実 

  在宅療養生活に役立つ情報を、「がんネットなら」「療養ガイド」等を通じて、分かりやすく提供
します。 

 
【主な取組】 
・「がんネットなら」「療養ガイド」等の内容の充実 
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